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カリキュラムの特色 注目の授業・講義

無機材料工学
無機（セラミックス）材料の製造に係る基礎を講
義しています。具体的な内容は、①セラミックスの性
質と一般的製造法、②状態図を利用した凍結乾燥
法（無機粉末の作成）や帯溶融法（宝石の製造）、③
無機粉末の熱分解反応および固体反応（着火素子
用材料の合成）、④薄膜作成法（硬い金色膜の製造）、
⑤単結晶の作成法（半導体シリコンウエハーの製
造）、⑥無機粉末の焼結（各種セラミックス製品の製
造）、などです。

有機化学
有機化学は、有機化合物を扱う学問です。有機化

合物は炭素を含む化合物で、天然物だけではなく、
人工的に作られている材料のかなりの割合を占めて
います。講義では、有機化合物の合成方法（有機合
成）、有機化合物の反応の仕組み（反応機構）、有機
化合物の性質などを学びます。また、有機化合物の
基礎のみならず（理学的側面）、それらを応用した材
料の基礎についても修得できるよう（工学的側面）
に講義を進めていきます。

分離工学
様々な化学製品の製造工程（化学プロセス）では、

製品となる生成物は未反応の原料や副生成物との
混合物として得られます。そのため、製品となる物質
を分離して取り出す必要があります。また、家庭や工
場などから排出される排水や排気ガスには有害な
物質が含まれていることもあるので、環境中に放出
される前に有害物質を除去することも必要です、本
講義では，そのような化学物質を“分ける”ための
様々な技術について学び、化学プロセスの設計・管
理に必要な実践力を身につけることを目指しています。

分子分光学
目では見ることができない分子の構造や状態、そ

の数を調べるため、化学ではさまざまなエネルギー
の光（電磁波）を用いた分光学と呼ばれる手法を用
います。この講義では分光学の基礎的な原理につい
て解説するとともに、代表的な分光法の特徴や応用
例等が修得できるような講義を展開します。

機能物質化学科では、物理化学、無機化学、
有機化学、分析化学、高分子化学、化学工学を
基礎とし、セラミックス・エレクトロニクス・バイ
オなどの先端材料、先端の測定機器を駆使し
た物質や材料の機能評価、資源のリサイクルや
環境の浄化などに関する教育・研究を行ってい
ます。
１年次は、すべての学生が同一カリキュラム

で基礎科目を学習するとともに、「課題研究」を
行って化学への親しみを育みます。２年次に希
望コースを選択し、それぞれ独立したカリキュ
ラムに従った履修が始まります。
学術教育プログラムである「物質化学コー

ス」では、幅広い知識を習得し、理科教員などの
専門的な個性を伸ばすことができます。一方、
技術者教育プログラムである「機能材料化学
コース」は、JABEE（日本技術者教育認定機構）
認定を取得している国際的に学力保証された
教育プログラムで、基礎から応用にわたる化学
の知識を習得し、社会の要請に応え得る実践力
を身につけることができます。
４年次では教員指導の下に、これまでの知識

と技術を活かし、新原理の発見、新しい機能材
料の合成、物質や材料の機能解明、環境問題の
解決など学問や社会の発展に貢献できる卒業
研究を行います。

研究室紹介

セラミックス工学研究室
渡 孝則 教授、矢田 光徳 准教授

セラミックスのかたちをナノメートル（nm）の大きさで
制御して新しい機能を発現させる研究を行っています。
１nmとは１０億分の１mのことを言いますが、nmの大
きさのセラミックスは、私たちが直接目で見ることがで
きる㎝や㎜の大きさのセラミックスとは異なる性質を示
します。私たちは“ナノ”セラミックスの医療材料や発光
材料や触媒材料等の高機能材料への応用を目指してい
ます。

研究室·ゼミ一覧

創薬化学研究室
兒玉 浩明 教授、長田 聰史 准教授

生体は化学物質の宝庫です。複雑な時間的・空間的な化学反応の制御や化学物質の相互作

用によって生命のダイナミズムが生みだされています。研究室では酵素や受容体などに作用

する生体分子の模倣化合物を化学合成し、道具として用いることで生命現象を分子レベルで理

解しようとしています。これらの知見から生体分子を制御可能な分子設計をおこない、抗菌作用

や抗がん作用等をもつ医薬品候補化合物の探索にも取り組んでいます。

教員紹介
大石 祐司 教授
有機薄膜

大渡 啓介 教授
レアメタル分離

北村 二雄 教授
有機合成化学

鯉川 雅之 教授
錯体化学

兒玉 浩明 教授
生物化学

高椋 利幸 教授
溶液化学

滝澤 登 教授
コロイド化学

花本 猛士 教授
有機フッ素化学

大和 武彦 教授
構造有機化学

渡 孝則 教授
セラミック蛍光体

海野 雅司 准教授
分子分光学

江良 正直 准教授
有機光電子材料

長田 聡史 准教授
有機合成化学

川喜田英孝 准教授
分離工学

竹下 道範 准教授
光機能化学

森貞真太郎 准教授
コロイド・界面工学

矢田 光徳 准教授
セラミックス粒子・薄膜

山田 泰教 准教授
錯体化学

成田 貴行 准教授
ソフトマテリアル材料

坂口 幸一 准教授
光電子機能材料

磯野 健一 助教
電気化学

梅木 辰也 助教
機能性溶液

米田 宏 助教
配位高分子

小山田重蔵 助教
有機合成化学

藤澤 知績 助教
分子分光学

陶磁器用 La4Ti9O24：
Eu3＋赤色顔料の製造と特性

この研究は陶磁器の赤色顔料用として赤色発光
するセラミック粉末を合成するもので、従来より鮮や
かな色を出せます。製造は原料を混合し加熱すると
いうシンプルな方法ですが、合成温度や加熱時間に
より生成物の特性が大きく変わるため、何度も試行
錯誤を重ねました。この過程で目的物に近いものが
得られた時には大きな達成感があり、もっと研究を
進めたいという“やる気”にもつながりました。

瀬戸口 修三 佐賀県立武雄高等学校出身

卒業生の
主な卒業論文
テーマ

◎ セラミック・ナノ粒子の合成と２次電池への応用
◎ セラミック蛍光体の合成とLED照明への応用
◎ 多核ヘテロ金属錯体による単分子磁石の開発
◎ タンパク毒素の生体膜への侵入機構
◎ 新しい有機フッ素化合物の合成と機能性分子への展開
◎ 新しい振動分光法の開発と、生体関連分子への応用
◎ イオン液体の物性と化学反応への応用
◎ ２次元コロイド粒子膜の構造制御と光学材料への応用

4年間で学ぶ授業 卒業単位 124 卒業論文 必 修

溶液化学研究室
高椋 利幸 教授、梅木 辰也 助教

有機合成、電池や抽出など、ほとんどの化学反応が溶液中で起こります。その反応には、溶質

－溶質間の相互作用はもちろんのこと、溶質を取りまく溶媒や溶媒分子間の相互作用も影響し

ています。私たちは溶液の性質や溶液中で起こる化学反応のメカニズムを、X線や中性子散乱、

核磁気共鳴法などを使って原子や分子のレベルで明らかにすることに取り組んでいます。最近

は、水溶液中でのタンパク質の構造や水や有機溶媒とはまったく異なる性質をもつ新規な溶媒

であるイオン液体中での化学反応を研究しています。

有機材料化学研究室
大石 祐司 教授、成田 貴行 准教授

私たち人間を含め、身の回りの物は原子や分子が集合してできています。それらの中で有機

分子を主に扱い、その集合機構や制御法を研究するとともに、新しい材料の開発を行っていま

す。例えば、分子やナノ・マイクロサイズの集合体を人間の思いどおりに並べる方法に関する研

究や、自ら動く微小モーター、光で動くポンプ、勝手に修復される材料等、未来を拓く材料の創

成を目指し研究しています。

有機化学研究室
北村 二雄 教授、小山田 重蔵 助教

ノーベル賞を受賞された鈴木先生や根岸先生のクロスカップリング反応のようなパラジウム

などの遷移金属触媒、あるいは日本が世界第２位産出量を誇るヨウ素を使って、医薬・農薬や

機能性材料等の合成に役立つ反応の開発を研究しています。たとえば、炭素－水素結合を直接

合成反応に利用する遷移金属触媒反応を開発することにより、環境に優しい、グリーンケミスト

リーを目指しています。また、超原子価ヨウ素とよばれる新しい反応剤を開発するとともに、ヨー

ドベンゼンのような有機ヨウ素化合物を触媒とするフッ素化反応等の新しい触媒反応の開発も

研究しています。

1年次 2年次 3年次 4年次
教
養
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大学入門科目
共通基礎科目「外国語」

共通基礎科目「健康・スポーツ」
共通基礎科目「情報リテラシー」

基本教養科目（自然科学と技術、文化、現代社会）
インターフェース科目

専
門
教
育
科
目

物
質
化
学
コ
ー
ス

●微分積分学基礎Ⅰ
●微分積分学基礎Ⅱ
●基礎電磁気学
●線型代数学基礎Ⅰ
●基礎力学
●化学基礎Ⅰ及び演習
●化学基礎Ⅱ及び演習
●化学基礎Ⅲ及び演習
●化学基礎Ⅳ及び演習
●基礎化学実験Ⅰ
●基礎化学実験Ⅱ

●機能物質化学実験Ⅰ
●機能物質化学実験Ⅱ
●無機化学Ⅰ
●固体科学
●有機化学Ⅰ
●有機反応化学Ⅰ
●化学熱力学Ⅰ
●量子化学Ⅰ
●基礎分析化学
●化学工学基礎Ⅰ

●機能物質化学実験Ⅲ ●構造生物化学
●機能物質化学実験Ⅳ ●化学熱力学Ⅱ
●科学英語Ⅰ ●分子分光学
●科学英語Ⅱ ●統計熱力学
●無機化学Ⅱ ●構造化学
●錯体物性化学 ●分離化学
●電子材料工学 ●物質循環化学
●セラミックス工学 ●溶液物理化学
●機能有機化学Ⅰ ●化学工学基礎Ⅱ
●有機金属化学Ⅰ
●高分子物性化学 など

●卒業研究
●技術英語Ⅰ
●技術英語Ⅱ

機
能
材
料
化
学
コ
ー
ス

●機能物質化学実験Ⅰ ●物理化学Ⅰ
●機能物質化学実験Ⅱ ●物理化学Ⅱ
●無機化学 ●化学工学Ⅰ
●応用無機化学 ●分離分析化学
●有機化学 ●機器分析化学
●応用有機化学

●機能物質化学実験Ⅲ ●高分子化学
●機能物質化学実験Ⅳ ●応用物理化学
●科学英語Ⅰ ●化学工学Ⅱ
●科学英語Ⅱ ●分離工学
●無機材料科学 ●反応工学
●無機材料工学 ●環境化学
●生物化学

●卒業研究
●技術英語Ⅰ
●技術英語Ⅱ
●化学技術者倫理

卒業研究紹介
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理工学部 ｜ 機能物質化学科

090 091


